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【国立感染症研究所ウェブサイト「インフルエンザ：過去10年間との比較グラフ」】
https://www.niid.go.jp/niid/ja/flu-m/813-idsc/map/130-flu-10year.html

【国立感染症研究所ウェブサイト「ロタウイルス胃腸炎：過去10年間との比較グラフ」】
https://www.niid.go.jp/niid/ja/10/2096-weeklygraph/4088-22gastrota.html

【国立感染症研究所ウェブサイト「手足口病：過去10年間との比較グラフ」】
https://www.niid.go.jp/niid/ja/10/2096-weeklygraph/1649-06hfmd.html

【国立感染症研究所ウェブサイト「RSウイルス感染症：過去10年間との比較グラフ」】
https://www.niid.go.jp/niid/ja/10/2096-weeklygraph/1661-21rsv.html

児童が集まる場の感染症対策の情報をお届けします

新年度が始まりました。入学や入園など初めて集団生活を送るようになったり、
新しい環境での生活が始まる子どもたちも多いと思います。そんな子どもたち
にとってこの時期は、友人や環境ばかりでなく、感染症の病原体とも新たに遭遇
する機会でもあります。今回は、昨今の感染症の流行状況と春から初夏に流行
する感染症について解説します。

新型コロナウイルス流行の影響

冬だけじゃない！
～春から初夏に流行する感染症について～

　ただし、様々な感染症の患者数が減ったことに喜んでばかりいるわけにはいきませ

ん。病気にかかるということは、その病原体に対する免疫がつく場合も多いのです。た

とえば麻疹や風疹は、一度かかれば免疫がついて、再度かかることは通常ありません。

また、何回かかかるうちにだんだん軽症化する感染症としてRSウイルスやロタウイル

スが知られています。かかることで身体に免疫ができて、重症化しなくなると考えられ

ています。

　そんな中、子どもたちにおいて、最近季節外れの患者増加がみられている病気があります。それはRSウイルス

感染症です。

感受性者の集積に注意

　学校や保育所でしばしば集団発生がみられ、毎冬子どもたちの患者数が多いインフル

エンザですが、最近2シーズンの冬季は大きな流行が認められませんでした。特に今冬は、

国内でほとんどインフルエンザ患者が報告されない状況でした。

　新型コロナウイルス感染症に対する予防策として、皆が手洗いや咳エチケットを心が

けたこと、「密」になることや他人との接触を回避したことにより、病原体が人から人

へ伝播する機会が減り、新型コロナウイルス以外の感染症が減少したと考えられます。

インフルエンザ以外にも、ロタウイルス胃腸炎や手足口病など子どもがかかる感染症

について、この1年間は患者数の少ない状態が続いています。
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【国立感染症研究所ウェブサイト「A群溶血性レンサ球菌咽頭炎：過去10年間との比較グラフ」】
https://www.niid.go.jp/niid/ja/10/2096-weeklygraph/1646-03strepta.html

【日本小児科学会「学校、幼稚園、保育所において予防すべき感染症の解説（2020年5月改訂版）；溶連菌感染症】
http://www.jpeds.or.jp/uploads/files/yobo_kansensho_20200522.pdf.pdf

【国立感染症研究所ウェブサイト「咽頭結膜熱：過去10年間との比較グラフ」】
https://www.niid.go.jp/niid/ja/10/2096-weeklygraph/1645-02pcf.html

春から初夏に注意する感染症は？

　すべての感染症が感受性者の増加という理由のみで流行するわけではないですが、新

型コロナウイルスの影響により感染症の流行状況が変化した昨今、以前からあった感染症

のことを忘れてはいけません。それらの中には、子どもたちがかかりやすい病気や、時には

合併症を起こしたり重症化する病気もあります。

　例年、春から初夏に流行しやすい病気としてA群溶連菌感染症や咽頭結膜熱があります。

昨年は全国一斉休校の影響もあり、この時期の患者は少ない状況でした。しかし今年は、

子どもたちの生活上の制限は昨年と比べて緩和されており、流行に注視する必要があります。

　例年は9月頃をピークとする発生でしたが、2020年は全国的にはほとんど流行が認められませんでした。しかし昨年

終盤から2021年にかけて九州各県や沖縄県で患者が増加し、3月には大阪府や岩手県でも増加傾向となりました。

　南半球にあり日本とは季節が逆転しているオーストラリアでは、2020年は例年流行のみられない9月後半から

RSウイルス感染症が増え始め、年末にかけて患者数が著増しました。患者年齢が従来より年長にシフトしており、

新型コロナウイルスによる行動自粛などの影響で感染者が一定期間著減し、免疫を持たない感受性者が増加集積

した可能性が下記の論文で指摘されています。

【Foley DA, et al. The Interseasonal Resurgence of Respiratory Syncytial Virus in Australian Children Following the 
Reduction of Coronavirus Disease 2019-Related Public Health Measures. Clin Infect Dis. 2021 Feb 17】
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　A群溶血性レンサ球菌という細菌により、咽頭炎や扁桃腺炎を起こします。合併症として、数週間後にリウマチ熱や

腎炎をおこすこともあります。治療薬としては抗菌薬が有効です。感染してから発症するまでの潜伏期間は2～5日で、感染

経路は飛沫感染や接触感染です。予防のためには、手洗いなどの感染症に対する一般的な予防対策の励行が大切です。

手洗い方法（例）


